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会 議 録 

会 議 名 2024年度第２回東浦町中央図書館協議会 

開 催 日 時 
2025年３月 26日(水) 

午後３時 00分から午後４時 20分まで 

開 催 場 所 東浦町中央図書館２階 大会議室 

出 席 者 

委員等 
成田幸治氏、真山惠氏、成田梓氏、小田薫氏、月原康雄氏、 

柏木由里子氏 ２名欠席 

事務局 

(生涯学習課、

株式会社図書

館流通センタ

ー） 

庄子教育長、横井教育部長、関生涯学習課長、植田係長、長谷

川主事、島津図書館長、大西副館長、平松サブチーフ 

  

議   題 

(公開又は非公開の別) 

１ 2024年度中央図書館事業報告について（資料１） （公開） 

２ 2025年度事業計画(案)について（資料２） （公開） 

３ その他（公開） 

傍聴者の数 ０名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

審 議 内 容 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆図書館長 

 会議の成立について報告する。 

次第に従って会を進める。 

 

◆教育長(挨拶) 

  

◇委員長（挨拶） 

 

以降は委員長が議事を取り回す。 

 

◇委員長 

次第に従い議事を進める。議題３議事(１)「2024年度中央図書館事業報告

について」を議題として、事務局からの説明を求める。 

 

◆事務局 

 資料１にもとづき、議題３議事(１)「2024年度中央図書館事業報告につい

て」を説明する。 

 

◇委員長 

 事業報告を一時中断し、委員の質疑を募る。 

 

◇委員 

 コーヒー講座について、会場はどこで行ったのか。 
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◆事務局  

 図書館２階大会議室で開催した。火気厳禁のため、講座は電気ポットを使

用し、サイフォン等の機材は講師の方が持ち込んだものを使用して開催し

た。 

 

◇委員 

 特集展示を毎回楽しみにしている。作家の追悼特集といったタイムリーな

テーマの特集がすぐに展開されていて素晴らしいと思う。係の方の負担は

大きいかと思うが、ぜひ継続していただきたい。とても楽しみにしている。 

 

◆事務局  

 今後も質を維持しながら、様々なテーマの展示を継続して行っていきたい

と思っている。 

 

◇委員 

読書感想文について、東浦町内の学校では昔から読書感想文・感想画の取 

り組みに力を入れている。昨今の学校の事情もあるかとは思うが、細々と 

でも良いので図書館でも事業自体は続けてもらいたい。 

 

◆事務局  

 読書感想文・感想画の事業自体をなくす予定はなく、感想文を応援する講 

座は、図書館でも継続して開催するつもりではある。 

感想文が自由課題となり、応募状況が減少傾向にあるという現状があるが、 

形を考えながらでも、図書館もできるかぎり東浦町の読書感想文・感想画 

の活動が存続していくように、お手伝いがしたいと考えている。 

 

◇委員 

生涯学習の場としての図書館だけでなく、図書館の外に出る活動も充実 

していると感じた。学校連携についても考えてくれていてありがたい。 

学校現場では、子どもたちの本離れが深刻だと感じている。 

そのような状況の中でもよむらび電子図書館は子どもたちに好評で、朝の

読書の時間では、子どもたちの半数が電子図書館の資料で読書している様

子が見られている。 

 学校図書館では限りがある。子どもたちが学校の本だけでなく、新しい本

に触れる機会を増やすために、今後も図書館の本を積極的に貸出して頂け

るとありがたい。学校連携にも継続して力を入れていただけることを期待

している。 

 

◆事務局  

学校と図書館の連携は今後も力を入れていく。 

子どもの読書離れについては、図書館も考えていきたい課題ではある。 

 よむらび電子図書館は、特に読書の苦手な子どもたちにとって、読書の入 

口としての役割を期待している。電子書籍をきっかけに紙の本にも手を伸 

ばして欲しいという思いでサービスを提供している。 

学級文庫についても、要望があれば都度対応していきたいと思っている。 
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◇委員 

学級文庫については、学校の規模によって学級文庫の貸出冊数を増やすこ

とも検討していただきたい。 

 

◆事務局  

 検討する。 

 

◇委員 

 おはなし会について、子育て支援センターでもおはなし会を開催している 

が、参加率については参加者の様々な要因によって変動することは多々あ

るため、一概に曜日や時間帯の条件が悪いわけではないと思われる。 

子育て支援センターでもおはなし会を実施しているため、何かアイデアが 

あればぜひ共有いただきたい。 

 

◆事務局  

 承知した。また、好天時には隣接する石田公園でおはなし会を開催したり、 

於大公園でおはなし会をすることもある。於大公園での実施については、

普段図書館を利用していない層への図書館ＰＲになるため、図書館外での

おはなし会も継続したい。 

 

◇委員 

 ぐるぐる図書館で有料の場所があるという説明があったがどういった 

内容のものか。 

  

◆事務局 

所謂一箱本棚といわれる、オーナーが 1 箱分の展示場所を有料で貸出し、

希望者が自分の好きな本を並べ、交流したり、場合によっては販売をした

りする活動である。 

東浦町では NPO 法人絆が４月からグリーン・ラソで一箱本棚の活動を開始

する。それに伴い、今まで登録いただいていた「ぐるぐる図書館」は一旦

辞退するという申し出があった。図書館も何らかの形で連携できないかと

も考えている。また図書館で有償では難しいが、利用者が自分の棚を作れ

るような企画も面白いと思う。 

 

◇委員 

 資料の盗難や書き込みがされている資料があると聞いた。 

 図書館では来館者に対して、啓発・啓蒙活動は行っているか。 

 

◆事務局 

今年度は新刊が行方不明となる事案が２件連続で続いたため、警告文の掲 

示を行った。 

図書館の利用方法がわからずに持ち出しをしている可能性もあるため、一

概に悪意のある盗難とは言えないが、最新刊については資料をカウンター

前に移動させ対策している。不明となった資料が数か月後に書架に戻って
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いるという事案もしばしばある。 

 次年度に予定しているシステム更新では、貸出手続き確認ゲートを設置す

る予定で、無断持ち出しの抑止効果を期待している。 

 また、来館者への啓発活動として年に 1回程度マナーアップキャンペーン

を実施している。今後も啓発活動は行っていきたい。 

 

◇委員長 

議題３議事(１)について締め切り、議題３議事（２）「2025年度事業計画(案)

について」、事務局へ説明を求める。 

 

◆事務局 

 議題３議事(２)「2025年度事業計画(案)について」について図書館長から 

説明。 

 

◇委員長 

 事務局の報告を受けて、委員の質疑を募る。 

 

◇委員 

 システム更新についてはいつ頃を予定しているか。 

 

◆事務局 

既存の本については IC タグの貼付可能な資料については概ね貼付が完了

したので、蔵書点検終了後の 9月 15日月曜日からサービス提供できればと

考えている。これを含めたシステム更新作業に伴い、2025年度の特別整理

期間は９月１日から９月 14日に実施を予定している。 

未貼付のものについては、一部資料状態により貼付不可の資料と貸出中の

資料が該当する。 

 

◇委員 

 自動貸出も提供開始ということか。 

 

◆事務局 

自動貸出機・自動返却機、貸出手続き確認ゲート等もシステム更新に伴い

提供を開始する予定である。 

 

◇委員 

 自動貸出機導入に伴い、レイアウトは変わるのか。大府市の図書館のよう

になるのか。 

 

◆事務局 

大府市の図書館では、入り口付近に自動返却機が設置されているが、当館

では現在のカウンターの位置に自動貸出機と自動返却機を設置することを

想定している。 

現在メーカーと検討中であるが大きなレイアウト変更はないと思われる。 
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◇委員 

 電子図書館が学校でよく使われている。子どもたちの読書の入り口になっ

ており、決まった本しか読んでこなかった子どもたちが読書の幅を広げら

れるきっかけになる等、とてもよい傾向となっている。 

 読み放題パックの追加が子どもたちの読書活動のさらなる発展につながっ

てほしい。 

 

◆事務局 

2025年度の電子図書館資料費について、初期導入費等がこの３年間で消化

できたため、その分を資料費に充てることができた。学校利用を含む児童

向けの読み放題パックを追加増強する。 

東浦町の電子図書館については、他市町から図書館に問い合わせがあるな

ど、注目されている。引き続き電子図書館にも力を入れていきたい。 

  

◆事務局 

 事業報告外の事柄ではあるが、加藤幸次氏より寄贈いただいた資料を集約

したオープン教育・個性化教育文庫を今年度９月より新設した。 

  

◇委員長 

 議題３(２)の質疑を締め切り、議題４「その他」について、事務局へ説明

を求める。 

 

◆事務局 

システム更新に伴い、例年２月に行っている特別整理期間を来年度は９ 

月１日から９月 14日に実施予定である。 

 

◆生涯学習課長 

2025年度より東浦町の機構改革に伴い、生涯学習課が「ふくし文化部学び

支援課」となる。教育委員会から離れ、首長部局となるが、引き続き図書

館を所管する。 

 

◇委員長 

 その他の案件がないことを確認し、議事の終了を宣言。 

  

◆事務局 

挨拶を行い、会議の終了を宣言する。 

 


